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有機水稲栽培暦（出雲市版）
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最高分げつ期（6月下旬）
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間　断　潅　水

中干し 落水

極早生品種（つや姫）

・堆肥散布

　　1～2t/10a

・米ぬか散布

　　50～100kg/10a

 ※米ぬか散布は土質によって

　　変わります

ほ場管理

・温湯消毒は60℃、10分間

・浸種は積算水温100℃

・播種量は乾籾換算で80～100ｇ/箱程度

・育苗期間は40日程度（4葉以上）

・追肥：播種後20日後

        有機アグレット666［15g/箱］

・葉色が淡い場合は10日後に同量を再度追肥

ほ場管理

・植代(本代)：雑草が大きい場合は浅水の植代で練り込む

・田　植　え：栽植密度は株間18cm、1株4本程度。田植機の横送り回数を20回に設定

・基　　　肥：有機アグレット666［30～35㎏/10a］

・深水管理　：40日程度

・水　管　理：間断潅水により根の活力を維持。田面を徐々に固めて収穫作業に備える

・除　　　草：こまめにほ場を見回って雑草が残った場合は手取り除草を行う

　　　　　　　自動抑草ロボット引上げ後、草が多い場合は機械除草又は手取り除草を行う

・中　干　し：田面に小ひびが入る程度

・穂肥(追肥)：有機アグレット727［30㎏/10a］

田植え植代(本代)

・適期刈取り

　（青味籾率10～15％程度）

稲刈り

田植え30日 田植え60日

田植え90日稲刈り前
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早期湛水　（水深5～10cm） 深水管理（水深10cm程度）

年内実施

成

熟

期

自動抑草ロボット稼働期間

〇旧型（ｱｲｶﾞﾓﾛﾎﾞ1） ※田植え後約3週間程度

〇新型（ｱｲｶﾞﾓﾛﾎﾞ2）
※草丈30cm程度

※田植え翌日から投入

※田植え4～5日後（活着後）から投入

※ほ場は均平にし、稼働時は水深5～10cmを維持する

※1日あたりの稼働時間は2h/10a以内
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自動抑草ロボットが座礁しない程度


